
一 般 質 問

※チーム担任制　　学級担任を１人に固定せず、複数の教員で担う方式。
　ＳＡＦ　　 「Sustainable Aviation Fuel（持続可能な航空燃料）」の略称で、植物などのバイオマス由来の原料や廃食油など、循

環型の原料で製造された航空燃料。

※
チ
ー
ム
担
任
制
の

導
入
に
つ
い
て

質　

問

　

本
市
の
小
中
学
校
の
多
く
が
採
用
し

て
い
る
学
級
担
任
制
で
は
、
担
任
に
負

担
が
集
中
し
、
児
童
生
徒
へ
の
支
援
が

遅
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
チ
ー
ム
担
任

制
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
複
数
の
教
員

で
児
童
生
徒
を
見
守
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
負
担
軽
減
や
若
手
育
成
も
図
れ

る
も
の
と
考
え
る
が
、
導
入
に
つ
い
て

検
討
で
き
な
い
か
、
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
市
場
教
育
長

　

チ
ー
ム
担
任
制
は
、
学
校
が
抱
え
る

課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
取
組
み
の
一

つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
推

進
し
て
い
る
教
科
担
任
制
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
チ
ー
ム
担
任

制
の
試
行
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

廃
食
用
油
の
回
収
体
制
の

構
築
で
※
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
推
進
を

質　

問

　

次
世
代
燃
料
と
し
て
廃
食
用
油
等
か

ら
製
造
さ
れ
る
Ｓ
Ａ
Ｆ
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
Ｓ
Ａ
Ｆ
を
含
む
次
世
代
燃
料
の

活
用
を
見
据
え
、
廃
食
用
油
の
回
収
に

関
す
る
官
民
連
携
の
事
業
に
つ
い
て
検

討
で
き
な
い
か
、
本
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
大
石
生
活
環
境
部
長

　

幅
広
い
テ
ー
マ
が
あ
る
中
、
本
市
主

導
の
資
源
循
環
モ
デ
ル
の
構
築
と
し
て

は
、
事
業
活
動
に
伴
う
廃
食
用
油
の
既

存
の
回
収
ル
ー
ト
に
家
庭
か
ら
の
廃
食

用
油
を
加
え
て
い
く
こ
と
が
、
最
も
効

率
的
な
も
の
と
考
え
る
。
廃
食
用
油
が

大
事
な
資
源
に
な
り
得
る
こ
と
を
広
く

周
知
す
る
と
と
も
に
、
地
元
企
業
や
周

辺
自
治
体
と
の
連
携
を
進
め
て
い
く
。

一 般 質 問

下
しもむかい

向　智
ち え こ

恵子
（公明党）

質問した項目
■小中学校におけるチーム担任
制の導入について

■「グローバル人材を目指す」
中学校におけるオンライン英
会話の導入について

■廃食用油の回収体制の構築で
SAFの推進を

下向議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

高
垣
市
政
成
果
と
課
題
・

３
期
目
の
挑
戦
に
つ
い
て

質　

問

　

高
垣
市
政
の
成
果
と
課
題
、
ま
た
、

課
題
を
踏
ま
え
た
上
で
の
３
期
目
の
挑

戦
に
つ
い
て
真
意
を
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

私
が
市
長
に
就
任
し
て
、
令
和
２
年

３
月
に
は
、
第
五
次
東
広
島
市
総
合
計

画
を
策
定
し
、
2030
年
の
本
市
の
あ
る
べ

き
姿
を
「
未
来
に
挑
戦
す
る
自
然
豊
か

な
国
際
学
術
研
究
都
市
」
と
定
め
、「
世

界
に
貢
献
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造

の
ま
ち
」
と
「
暮
ら
し
輝
き
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
生
活
価
値
創
造
の
ま
ち
」
を
掲

げ
市
政
を
推
進
し
て
き
た
。
成
果
と
し

て
は
、
市
長
就
任
時
よ
り
人
口
が
約
4

5
0
0
人
増
加
し
、
広
島
県
内
で
唯
一

の
人
口
増
加
都
市
と
な
っ
て
お
り
、
税

収
は
、
約
80
億
円
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
産
業
面
で
は
、
直
近
４
か
年
で
新

規
７
、
既
存
19
の
延
べ
26
の
企
業
が
工

場
な
ど
の
拡
張
整
備
を
行
い
、
約
１
０

０
０
人
の
新
た
な
雇
用
が
生
ま
れ
た
。

客
観
的
な
指
標
の
成
果
と
し
て
は
、
東

洋
経
済
新
報
社
の
「
都
市
デ
ー
タ
パ
ッ

ク
」
で
は
、
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
が

815
市
区
中
、
2021
年
の
369
位
か
ら
2025
年
に

は
257
位
へ
と
上
昇
し
て
い
る
。
次
世
代

学
園
都
市
の
実
現
に
よ
る
税
収
増
な
ど

様
々
な
波
及
効
果
を
市
民
生
活
の
質
の

向
上
に
結
び
付
け
る
事
で
選
ば
れ
る
ま

ち
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

本
市
が
理
想
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
に

は
ま
だ
ま
だ
や
る
べ
き
こ
と
が
残
さ
れ

て
い
る
。
来
た
る
べ
き
市
長
選
に
向
け

て
は
、
市
民
の
皆
様
の
負
託
が
い
た
だ

け
る
の
で
あ
れ
ば
、
市
の
課
題
に
引
き

続
き
舵
取
り
役
と
し
て
挑
戦
し
て
い
く

決
意
を
固
め
た
。

岩崎議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

岩
いわさき

崎　和
かずひと

仁
（創生会）

質問した項目
■東広島市政について
■東広島市における事務の効率
化について
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一 般 質 問

※リエイブルメント　　 主にデンマークやイギリスなどで実践されているプログラムで、日常生活で機能するために必要なスキルを
学習または再学習することにより、生活のしづらさを感じている高齢者が以前の状態を取り戻すことができ
るよう支援するサービス。

次
世
代
学
園
都
市
ゾ
ー
ン
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

質　

問

　

次
世
代
学
園
都
市
ゾ
ー
ン
で
は
広
島

大
学
周
辺
地
区
と
吉
川
地
区
の
２
つ
の

特
定
拠
点
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
連
携
が
想
定
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答　

弁
／
栗
栖
経
営
戦
略
担
当
部
長

　

広
島
大
学
周
辺
地
区
で
は
国
内
外
か

ら
多
様
な
技
術
・
知
識
を
持
つ
人
々
が

集
う
ま
ち
づ
く
り
を
、
吉
川
地
区
で
は

半
導
体
を
始
め
と
す
る
先
端
技
術
の
集

積
を
進
め
る
と
と
も
に
田
園
環
境
と
居

住
環
境
が
共
存
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
る
。
企
業
の
研
究
開
発
や
人

材
育
成
を
広
島
大
学
が
支
援
し
、
吉
川

地
区
の
企
業
人
材
が
広
島
大
学
周
辺
で

の
多
様
な
交
流
へ
参
画
す
る
ほ
か
、
研

究
者
や
留
学
生
な
ど
の
人
材
が
こ
の
エ

リ
ア
で
生
活
す
る
な
ど
、
相
互
に
機
能

を
補
完
し
あ
い
な
が
ら
連
携
を
深
め
て

い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

半
導
体
関
連
産
業
の

集
積
に
つ
い
て

質　

問

　

吉
川
地
区
や
、
そ
の
周
辺
の
渋
滞
解

消
に
向
け
た
現
状
の
動
向
把
握
、
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
川
口
副
市
長

　

こ
れ
ま
で
の
交
通
量
調
査
等
に
よ
り

顕
著
な
渋
滞
箇
所
の
把
握
に
努
め
て
お

り
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
渋
滞
要
因
を
分

析
し
た
上
で
道
路
の
４
車
線
化
や
交
差

点
改
良
、
信
号
サ
イ
ク
ル
の
見
直
し
な

ど
効
果
的
な
対
策
を
検
討
し
、
国
や
県

と
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
実
効

性
の
あ
る
渋
滞
対
策
に
取
り
組
み
た
い
。

高
齢
者
の
自
立
支
援
・

※
リ
エ
イ
ブ
ル
メ
ン
ト
の
推
進

質　

問

　

リ
エ
イ
ブ
ル
メ
ン
ト
を
『
健
康
寿
命

延
伸
』
の
取
組
み
の
柱
と
し
て
位
置
付

け
、
本
市
独
自
の
モ
デ
ル
事
業
の
実
施

や
普
及
啓
発
を
進
め
る
考
え
が
あ
る
か

伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
の

成
果
と
し
て
、
県
内
で
健
康
寿
命
が
長

い
市
と
な
り
、
要
介
護
認
定
率
も
低
い

値
と
な
っ
て
い
る
。
健
康
寿
命
の
延
伸

を
さ
ら
に
図
る
観
点
か
ら
各
種
サ
ー
ビ

ス
の
活
用
や
連
動
を
図
り
、
介
護
予
防

活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
地
域
包

括
ケ
ア
の
さ
ら
な
る
深
化
に
向
け
た
取

組
み
を
進
め
て
い
く
。

救
急
隊
員
の
負
担
軽
減
と

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

質　

問

　

救
急
出
動
件
数
が
増
加
す
る
中
で
救

急
隊
員
の
負
担
を
確
実
に
減
ら
す
た
め

に
、
電
動
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
導
入
は

必
要
不
可
欠
と
考
え
る
。
導
入
に
よ
り
、

救
急
隊
員
や
傷
病
者
の
負
担
軽
減
、
救

急
活
動
の
効
率
化
、
女
性
職
員
・
高
年

齢
職
員
の
活
躍
推
進
な
ど
多
面
的
な
効

果
が
期
待
で
き
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

答　

弁
／
藤
野
消
防
局
長

　

女
性
職
員
や
高
年
齢
職
員
の
活
躍
の

た
め
の
環
境
整
備
と
し
て
、
将
来
的
な

導
入
は
必
要
と
認
識
し
て
い
る
が
、
費

用
面
や
運
用
面
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
技
術
の
進
展
や
他
の
自

治
体
の
導
入
状
況
な
ど
も
注
視
し
、
慎

重
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

一 般 質 問

原
は ら だ

田　栄
え い じ

二
（公明党）

質問した項目
■高齢者の自立支援とリエイブ
ルメントの推進について

■救急隊員の負担軽減と市民
サービス向上の取り組みにつ
いて

上
う え だ

田　秀
ひでし

（創志会）

質問した項目
■東広島市次世代学園都市構想
の推進について

■半導体関連産業の集積につい
て

上田議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

原田議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

※労働者協同組合　　 労働者協同組合法（令和４年10月１日施行）に基づいて設立された法人で、組合員が出資し、それぞれの意見を
反映して組合の事業が行われ、組合員自らが事業に従事することを基本原理とする組織。

共
同
労
働
の
取
組
み
に

つ
い
て

質　

問

　
※
労
働
者
協
同
組
合
に
関
す
る
相
談

窓
口
の
設
置
や
専
門
的
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
派
遣
、
市
独
自
の
支
援
制
度
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

弁
／
吉
岡
地
域
共
生
社
会
担
当
部
長

　

相
談
内
容
に
応
じ
て
産
業
振
興
課
や

地
域
共
生
推
進
課
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
相
談
窓
口
と
な
る
が
、
取
組
内
容
に

よ
っ
て
様
々
な
分
野
に
関
わ
る
た
め
、

い
ず
れ
の
場
合
も
地
域
共
生
社
会
担
当

部
長
が
中
心
と
な
り
、
関
係
部
署
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
支
援
に
あ
た
る
。
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
を
含
め
、
市
独
自
の

支
援
制
度
に
つ
い
て
は
、
先
行
自
治
体

の
事
例
や
本
市
に
お
け
る
相
談
状
況
な

ど
を
踏
ま
え
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

ペ
ッ
ト
の
災
害
対
策
に

つ
い
て

質　

問

　

①
ペ
ッ
ト
と
暮
ら
す
人
々
が
避
難
で

き
る
避
難
所
の
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

　

②
他
市
が
行
っ
て
い
る
「
ペ
ッ
ト
と

飼
い
主
の
防
災
手
帳
」
の
活
用
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

弁
／
大
石
生
活
環
境
部
長

　

①
最
初
に
開
設
す
る
46
か
所
の
指
定

避
難
所
全
て
に
ペ
ッ
ト
用
の
折
り
畳
み

式
簡
易
テ
ン
ト
を
備
え
て
い
る
が
、
食

料
や
ト
イ
レ
用
品
な
ど
ペ
ッ
ト
に
避
難

所
で
必
要
な
も
の
は
飼
い
主
自
身
で
準

備
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

②
同
行
避
難
へ
の
理
解
促
進
の
一
つ

の
方
法
と
し
て
導
入
を
検
討
す
る
と
と

も
に
、
飼
い
主
と
ペ
ッ
ト
の
災
害
対
策

に
つ
い
て
広
く
周
知
・
啓
発
す
る
。

誰
も
が
安
心
し
て
挑
戦

で
き
る
就
労
支
援
を

質　

問

　

静
岡
県
富
士
市
で
は
働
く
意
欲
の
あ

る
全
て
の
市
民
を
対
象
に
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
就
労
を
推
進
し
て
お
り
、
企
業
の
業

務
の
分
解
や
切
り
出
し
を
行
い
、
得
意

と
す
る
業
務
や
短
時
間
就
労
な
ど
、
就

労
希
望
者
と
業
務
を
つ
な
げ
る
取
組
み

を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
取
組
み
を
本

市
で
実
施
す
る
こ
と
へ
の
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
川
口
副
市
長

　

就
労
経
験
が
少
な
い
方
の
採
用
や
、

業
務
の
切
り
出
し
等
に
つ
い
て
企
業
の

理
解
を
得
る
た
め
の
幅
広
い
働
き
か
け

に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は
ま
だ
限
定
的

で
あ
る
。
企
業
に
理
解
を
求
め
て
い
く

取
組
み
を
進
め
つ
つ
、
あ
ら
ゆ
る
就
労

希
望
者
と
業
務
を
つ
な
げ
る
取
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
。

未
来
を
見
据
え
た
学
び
の

あ
る
居
場
所
づ
く
り
を

質　

問

　

子
ど
も
や
若
者
と
地
域
・
企
業
と
の

出
会
い
は
新
た
な
視
点
や
選
択
肢
を
広

げ
、
企
業
に
と
っ
て
も
人
材
確
保
や
地

域
貢
献
に
つ
な
が
る
。
児
童
青
少
年
セ

ン
タ
ー
が
子
ど
も
や
若
者
と
地
元
企
業

が
つ
な
が
る
拠
点
と
な
る
こ
と
に
つ
い

て
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

今
後
は
地
域
の
企
業
や
団
体
と
の
連

携
を
強
化
し
、
青
少
年
が
多
様
な
大
人

と
出
会
い
、
実
社
会
に
触
れ
る
機
会
を

提
供
し
、
児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
が
子

ど
も
や
若
者
を
地
域
と
つ
な
ぐ
拠
点
と

し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
努
め
て

い
く
。

一 般 質 問

鍋
なべしま

島　勢
せ り

理
（未来の風）

質問した項目
■誰もが安心して挑戦できるユ
ニバーサル雇用の推進を

■子どもや若者が安心して過ご
せ学べるまちの実現に向けて

■地域のつながりづくりに寄与す
る敬老事業を

坂
さかもと

元　百
ゆ り こ

合子
（公明党）

質問した項目
■予防医療に対する本市の取組
みについて

■労働者協同組合法の活用につ
いて

■ペットの災害対策における
「ペットと飼い主の防災手帳」
の活用について

坂元議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

鍋島議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

※関係人口　　移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域と多様にかかわる人々の数。
　指定管理者　　 多様化する住民ニーズにより効果的、効率的に対応するため、公の施設の管理に民間の能力を活用しつつ住民サー

ビスの向上を図るとともに、経費の節減等を図ることを目的として施設の管理を行わせる者。

大
学
連
携
予
算
拡
大
。

市
民
優
先
の
予
算
編
成
を
！

質　

問

　

①
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
大
介
護
時

代
を
見
据
え
た
市
の
対
応
方
針
を
問
う
。

　

②
昨
年
は
「
中
学
校
給
食
費
の
み
の

無
償
化
は
、
小
学
生
の
世
帯
か
ら
不
公

平
の
声
が
上
が
る
可
能
性
が
あ
り
公
平

性
の
観
点
か
ら
難
し
い
」と
の
答
弁
だ
っ

た
が
、
国
策
で
小
学
校
無
償
化
が
先
行

す
る
動
き
が
あ
る
。
無
償
化
は
小
中
学

校
同
時
開
始
を
め
ざ
す
べ
き
で
は
？

　

③
大
学
連
携
は
８
年
間
で
約
45
倍
の

１
億
８
千
万
円
。
学
生
定
着
率
は
３
％

程
度
。優
先
順
位
を
検
討
す
べ
き
で
は
？

　
　
　
　

高
垣
市
長

答　

弁
／
中
村
健
康
福
祉
部
長

　
　
　
　

片
岡
学
校
教
育
部
長

　

①
公
費
負
担
割
合
の
見
直
し
や
職
員

の
処
遇
改
善
を
国
に
強
く
要
望
す
る
。

　

②
給
食
費
無
償
化
は
全
国
の
自
治
体

で
格
差
な
く
取
り
組
む
べ
き
。

　

③
「
※
関
係
人
口
」
が
毎
年
着
実
に

生
ま
れ
て
お
り
、極
め
て
優
位
性
が
あ
る
。

有
害
獣
対
策
、
効
率
的
な

捕
獲
と
処
理
施
設
拡
大
を

質　

問

　

①
鳥
獣
被
害
は
深
刻
化
。
移
動
式
囲

い
罠
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
？

　

②
ジ
ビ
エ
セ
ン
タ
ー
の
処
理
能
力
は

限
界
で
あ
る
。
年
間
３
千
頭
を
処
理
す

る
に
は
施
設
拡
充
が
不
可
欠
で
は
？

答　

弁
／
尾
村
産
業
部
長

　

①
今
後
、
必
要
機
材
等
の
情
報
収
集

を
行
い
、
導
入
に
向
け
て
検
討
す
る
。

②
施
設
の
増
強
を
検
討
す
る
段
階
で
あ

る
と
認
識
し
、
※
指
定
管
理
者
の
意
見

も
聴
き
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
る
。

市
の
財
産
を
活
か
す

計
画
的
な
活
用
に
向
け
て

質　

問

　

行
政
財
産
は
庁
舎
や
学
校
な
ど
市
民

生
活
に
不
可
欠
な
施
設
で
、
そ
の
処
分

に
は
制
限
が
あ
る
一
方
、
普
通
財
産
は

未
利
用
地
等
で
あ
り
、「
経
済
的
価
値

の
発
揮
」
を
目
指
し
売
却
や
貸
付
が
可

能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
活
用
計
画
や
処

分
方
針
の
策
定
予
定
は
あ
る
か
。

答　

弁
／
河
野
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
部
長

　

普
通
財
産
は
財
務
部
で
管
理
し
、
貸

付
や
売
却
を
実
施
し
て
い
る
。
今
年
度

の
第
２
次
公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
の

見
直
し
に
併
せ
、
遊
休
資
産
を
処
分
や

活
用
の
優
位
性
の
観
点
か
ら
分
類
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
取

組
み
を
通
じ
て
計
画
的
な
活
用
推
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

街
路
樹
の
管
理
方
針
に

つ
い
て

質　

問

　

街
路
樹
は
景
観
や
快
適
性
を
高
め
る

一
方
で
、
落
ち
葉
の
清
掃
負
担
や
通
行

の
妨
げ
、
視
界
の
悪
化
な
ど
生
活
へ
の

影
響
を
心
配
す
る
声
も
あ
る
。
将
来
の

倒
木
や
費
用
増
に
つ
な
が
る
心
配
も
あ

る
中
、
市
民
の
声
や
景
観
、
安
全
性
を

ど
う
両
立
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
台
信
技
監
兼
都
市
交
通
部
長

　

街
路
樹
に
つ
い
て
は
「
歩
道
に
段
差

が
で
き
る
」「
視
界
が
遮
ら
れ
る
」「
落

ち
葉
や
害
虫
が
困
る
」
な
ど
多
く
の
声

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
現
地
を
確
認
の

上
、
伐
採
や
剪
定
、
防
除
な
ど
、
適
宜

適
正
に
管
理
す
る
こ
と
で
、
ご
意
見
・

ご
要
望
へ
の
対
応
と
街
路
樹
が
持
つ
機

能
維
持
と
の
両
立
を
図
っ
て
い
る
。

一 般 質 問

落
おちうみ

海　直
な お や

哉
（市民クラブ）

質問した項目
■行政財産・普通財産の戦略的
管理について

■街路樹の管理運営について

重
しげもり

森　佳
か よ こ

代子
（清新の会）

質問した項目
■市民の暮らし優先の予算編成
を

■地域資源を活かした、循環型
地域づくりへの投資

■子宮頸がん予防と検診体制の
強化に向けて

重森議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

落海議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

※多文化共生社会　　 国籍や民族等の異なる人々が互いに文化的背景等の違いを認め合い、人権を尊重し合い、地域社会の対等な構
成員として共に生きる社会のこと。

い
き
い
き
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の

質
向
上
に
つ
い
て

質　

問

　

支
援
員
の
高
齢
化
や
募
集
を
か
け
て

も
集
ま
ら
な
い
現
状
が
あ
る
。
支
援
員

確
保
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
対
策

と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
分

析
し
て
い
る
か
伺
う
。

答　

弁
／
福
光
生
涯
学
習
部
長

　

事
務
の
Ｄ
Ｘ
化
等
、
改
善
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
人
員
の
確
保
に

至
っ
て
お
ら
ず
、
本
年
４
月
か
ら
は
一

部
公
設
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
民
間
委
託
す

る
こ
と
に
よ
り
人
員
を
確
保
し
て
い
る
。

人
材
確
保
の
課
題
に
対
し
て
は
、
民
間

を
活
用
し
て
運
営
を
維
持
し
な
が
ら
、

根
本
的
な
制
度
の
あ
り
方
を
見
直
す
よ

う
、
国
や
県
に
対
し
強
く
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
く
。

認
定
こ
ど
も
園
等
の

安
全
管
理
に
つ
い
て

質　

問

　

東
広
島
市
内
に
あ
る
認
定
こ
ど
も
園

に
お
い
て
、
子
ど
も
が
施
錠
さ
れ
た
玄

関
の
ド
ア
を
開
け
外
に
出
て
し
ま
う
事

案
が
発
生
し
た
。
再
発
防
止
に
向
け
た

安
全
管
理
の
徹
底
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
伊
藤
こ
ど
も
未
来
部
長

　

児
童
の
人
数
確
認
を
徹
底
す
る
こ
と

や
、
複
数
の
目
で
見
守
る
体
制
づ
く
り

な
ど
の
具
体
策
に
つ
い
て
、
市
内
各
園

と
と
も
に
情
報
共
有
し
、
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
設
け

る
ほ
か
、
定
期
監
査
に
お
い
て
も
施
設

の
実
施
状
況
を
確
認
し
、
再
発
防
止
に

つ
な
げ
て
い
く
。

※
多
文
化
共
生
社
会
か
ら

和
文
化
共
生
社
会
へ

質　

問

　

本
市
に
は
100
か
国
以
上
９
７
８
１
人

の
外
国
人
市
民
が
暮
ら
し
、
総
人
口
に

占
め
る
割
合
５
．
１
２
％
は
中
国
地
方

で
最
も
高
い
。
市
民
調
査
で
は
「
習
慣

や
文
化
の
違
い
が
不
安
」、「
治
安
悪
化

へ
の
懸
念
」
が
約
３
割
に
上
る
。
一
方
、

外
国
人
市
民
の
困
り
ご
と
は
「
日
本
語

が
分
か
ら
な
い
」、「
お
金
」
が
上
位
を

占
め
、「
自
治
会
等
に
入
っ
て
い
な
い
」

が
８
５
．
６
％
に
達
す
る
。
こ
の
よ
う

な
中
、
日
本
人
が
一
方
的
に
多
様
な
文

化
に
合
わ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
の

良
さ
や
和
の
精
神
を
軸
と
し
、
外
国
人

市
民
に
も
日
本
文
化
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
相
互
理
解
に
基
づ
く
「
和
文
化
共

生
社
会
」
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
。

そ
の
認
識
の
も
と
、
課
題
の
一
つ
の
財

政
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
他
自
治
体
で

は
、
日
本
人
市
民
と
外
国
人
市
民
で
住

民
税
滞
納
率
に
差
が
あ
る
が
、
本
市
の

状
況
は
ど
う
か
。

答　

弁
／
川
口
副
市
長

　

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
な

お
、
令
和
６
年
度
課
税
分
で
は
、
日
本

人
市
民
１
．
２
６
％
、
外
国
人
市
民

９
．
７
４
％
と
な
っ
て
い
る
。

質　

問

　

大
き
な
差
が
生
じ
て
い
る
が
そ
の
要

因
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

答　

弁
／
多
賀
財
務
部
長

　

制
度
の
理
解
不
足
も
一
つ
の
要
因
と

捉
え
て
お
り
、
案
内
の
多
言
語
化
や
、

日
本
語
学
校
等
で
の
説
明
会
を
通
じ
、

理
解
不
足
の
解
消
に
引
き
続
き
努
め
る
。

一 般 質 問

山
や ま だ

田　学
まなぶ

（真政俱楽部）

質問した項目
■第４次東広島市国際化推進プ
ランについて

■保育所における地産地消・食
育推進の取り組みについて

鈴
す ず き

木　英
え い じ

士
（未来の風）

質問した項目
■教育施策について

鈴木議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

山田議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

※スマート農機　　 ロボットやインターネット技術・AI（人工知能）等の先進技術を活用し、農業生産の省力化、生産性向上等を目
指す農業機械の総称。

　ＲＴＫ　　 Real Time Kinematicの略で、「相対測位」と呼ばれる測定方法の一つ。衛星だけでなく基地局から発信される情報も組み合わせて位置を測定する。

本
市
に
お
け
る
農
作
業
の

自
動
化
に
つ
い
て

質　

問

　

少
子
高
齢
化
に
よ
り
農
業
の
担
い
手

が
不
足
し
て
い
く
中
、
※
ス
マ
ー
ト
農

機
の
導
入
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
最

近
で
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し
た
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
農
作
業
な
ど
が
あ
る
が
、
よ
り

高
精
度
な
自
動
操
縦
が
可
能
と
な
る
Ｒ

Ｔ
Ｋ
基
地
局
の
設
置
に
つ
い
て
、
本
市

の
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
尾
村
産
業
部
長

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
位
置
情
報
デ
ー
タ
と
※
Ｒ
Ｔ

Ｋ
の
併
用
で
、
高
精
度
な
作
業
が
で
き

る
た
め
、
農
作
業
の
省
力
化
や
労
働
負

担
の
軽
減
、
生
産
効
率
や
品
質
の
向
上

等
が
期
待
さ
れ
る
。
一
方
で
基
地
局
の

設
置
費
等
の
コ
ス
ト
面
や
効
果
の
検
証

な
ど
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
先
進

事
例
の
研
究
を
行
い
、
農
業
者
の
利
用

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
い
き
た
い
。

本
市
の
児
童
虐
待
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て

質　

問

　

児
童
虐
待
は
な
か
な
か
表
に
出
る
こ

と
が
な
く
、
周
り
の
人
が
い
か
に
早
く

気
づ
き
、
早
期
対
応
・
早
期
支
援
を
行

う
か
が
重
要
で
あ
る
。
支
援
体
制
の
強

化
を
図
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
が
本

市
の
現
状
と
支
援
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
伊
藤
こ
ど
も
未
来
部
長

　

昨
年
度
か
ら
、
東
広
島
市
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
個
別
の
家
庭

ご
と
に
、
虐
待
の
予
防
的
な
対
応
も
含

め
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に

し
て
困
難
を
抱
え
る
家
庭
を
早
期
に
把

握
し
、
支
援
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

安
心
安
全
な
屋
内
の
遊
び
場

に
つ
い
て

質　

問

　

猛
暑
が
続
く
現
代
、
運
動
・
遊
び
の

機
会
減
少
が
子
ど
も
の
体
力
や
精
神
発

達
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
将
来
的
な
健

康
問
題
に
つ
な
が
る
と
文
部
科
学
省
や

専
門
家
が
指
摘
し
て
お
り
、
地
域
社
会

が
子
ど
も
や
若
者
に
屋
内
で
安
心
し
て

過
ご
せ
る
居
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
は

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
５
年
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

猛
暑
や
雨
天
時
も
使
え
る
屋
内
外
の
遊

び
場
の
充
実
を
求
め
る
声
が
多
数
寄
せ

ら
れ
、
今
年
の
「
第
五
次
東
広
島
市
総

合
計
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
は
、
高
校

生
が
今
の
状
況
に
課
題
意
識
を
持
ち
、

全
天
候
型
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
や
科
学

博
物
館
の
建
設
、
学
習
・
交
流
ス
ペ
ー

ス
の
拡
充
な
ど
、
多
様
で
具
体
的
な
ア

イ
デ
ア
を
提
案
し
て
い
る
。

　

市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
の
た
め
、
幼
児
か
ら
高
校

生
ま
で
が
安
心
し
て
遊
び
、
学
び
、
交

流
で
き
る
屋
内
遊
び
場
を
整
備
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　

弁
／
川
口
副
市
長

　

こ
れ
ま
で
、
図
書
館
、
体
育
館
、
公

園
な
ど
の
既
存
施
設
を
活
用
し
、
こ
ど

も
が
身
近
な
地
域
で
多
様
な
体
験
や
交

流
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
提
供

し
て
お
り
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
屋
内
で
安

心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
の
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
十
分
に
認
識
し

て
い
る
。
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対

象
と
し
た
屋
内
遊
び
場
を
含
め
、
今
後

も
既
存
施
設
の
有
効
活
用
を
図
る
と
と

も
に
、
暑
さ
対
策
の
観
点
も
踏
ま
え
な

が
ら
多
様
な
居
場
所
の
充
実
に
努
め
る
。

一 般 質 問

木
き む ら

村　輝
て る え

江
（未来の風）

質問した項目
■Town&Gown構想について
■子どもの安心安全な居場所に
ついて

■マイナンバーカードについて

玉
たまがわ

川　雅
まさひこ

彦
（創志会）

質問した項目
■本市における農作業の自動化
について

■本市の児童虐待の現状につい
て

玉川議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

木村議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

※学校部活動の地域展開　　 休日の学校部活動を地域クラブ活動に段階的に移行していくこと。「地域の子どもたちは、学校を含めた地域で
育てる。」という意識の下、生徒一人一人の多様なニーズに応じた活動機会を提供するとともにスポーツ・文化芸
術活動の活性化を図ることを目指しており、東広島市立中学校の休日部活動は、令和９年度から地域に移行される。

本
市
で
の
※
学
校
部
活
動
の

地
域
展
開
に
つ
い
て

質　

問

　

本
市
の
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
の

現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
市
場
教
育
長

　

現
在
、
地
域
連
携
・
大
学
連
携
・
団

体
連
携
の
３
つ
の
モ
デ
ル
を
展
開
し
、

外
部
指
導
者
に
よ
る
活
動
支
援
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
１
月
に
は
部

活
動
の
地
域
展
開
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

小
学
校
６
年
生
と
保
護
者
の
方
に
配
布

し
た
。
今
後
は
、
休
日
の
部
活
動
を
地

域
展
開
す
る
た
め
、
方
針
を
策
定
し
、

市
の
公
認
地
域
ク
ラ
ブ
の
認
定
要
件
を

示
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
、
国
の
制
度

の
方
向
性
を
十
分
に
確
認
し
な
が
ら
柔

軟
に
検
討
し
て
い
く
。

安
心
・
安
全
な
下
水
道
の

維
持
管
理
に
つ
い
て

質　

問

　

本
年
１
月
に
埼
玉
県
で
起
き
た
下
水

道
管
の
破
損
に
よ
る
道
路
陥
没
事
故
は

記
憶
に
新
し
い
が
、
本
市
で
も
昭
和
期

に
整
備
さ
れ
た
施
設
が
更
新
時
期
を
迎

え
つ
つ
あ
る
。
現
在
、
耐
用
年
数
を
超

え
た
下
水
道
施
設
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る

の
か
。
ま
た
、
重
点
的
な
更
新
対
象
箇

所
の
把
握
は
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
矢
野
下
水
道
部
長

　

管
路
の
総
延
長
約
600
㎞
の
う
ち
耐
用

年
数
と
さ
れ
る
50
年
を
経
過
し
た
も
の

は
、
民
間
宅
地
開
発
に
伴
う
管
路
約
２

㎞
の
み
で
、
更
新
対
象
箇
所
は
市
内
の

約
260
か
所
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
目
視
点
検

や
２
㎞
の
管
内
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
調
査
に

よ
り
劣
化
状
況
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

自
転
車
も
通
行
し
や
す
い

道
路
整
備
を
！

質　

問

　

来
年
か
ら
16
歳
以
上
を
対
象
に
自
転

車
に
も
青
切
符
が
適
用
さ
れ
、
自
転
車

通
学
を
行
う
高
校
生
も
そ
の
対
象
と
な

る
。
道
路
環
境
の
整
備
は
最
優
先
の
課

題
と
考
え
る
が
、
今
年
度
の
自
転
車
活

用
推
進
計
画
に
お
け
る
道
路
整
備
の
進

捗
と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
川
口
副
市
長

　
「
車
道
混
在
型
」
の
整
備
を
基
本
と

し
て
お
り
、
矢や

ば

ね
羽
根
型
路
面
標
示
に
よ

り
路
肩
へ
自
転
車
の
走
行
位
置
を
明
示

す
る
。
今
年
度
は
、
一
部
の
道
路
で
整

備
工
事
と
実
施
設
計
を
予
定
し
て
い
る
。

今
後
は
、
ま
ず
は
新
た
に
整
備
す
る
都

市
計
画
道
路
へ
の
整
備
を
進
め
、
自
転

車
の
活
用
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
を
目
指
し
て

質　

問

　

県
内
に
自
転
車
の
プ
ロ
チ
ー
ム
も
あ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
関
係
人

口
や
賑
わ
い
創
出
の
観
点
か
ら
、
サ
イ

ク
ル
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

答　

弁
／
福
光
生
涯
学
習
部
長

　

昨
年
度
、「
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
広
島
」

と
結
ん
だ
包
括
連
携
協
定
に
よ
り
サ
イ

ク
リ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
、
今
年
も
開

催
予
定
で
あ
る
。
来
年
度
予
定
し
て
い

る
東
広
島
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
改

訂
に
お
い
て
は
、
自
転
車
を
通
じ
た
ス

ポ
ー
ツ
振
興
が
多
面
的
な
効
果
を
も
た

ら
す
と
い
う
点
を
踏
ま
え
、
安
全
対
策

に
配
慮
し
た
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

一 般 質 問

大
おおした

下　博
ひろたか

隆
（清新の会）

質問した項目
■東広島市自転車活用推進計画
について

■農業政策について

岡
お か だ

田　育
いくそう

三
（創志会）

質問した項目
■未来に挑戦する自然豊かな国
際学術研究都市の実現に向け
て

■教育施策について
■森林資源の活用について
■危険鳥獣被害について
■下水道事業について

岡田議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

大下議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

※随意契約　　６ページをご参照ください。

災
害
に
対
応
で
き
る

入
札
制
度
に
つ
い
て

質　

問

　

平
成
30
年
７
月
の
豪
雨
災
害
で
は
、

被
災
箇
所
の
多
さ
に
対
し
て
工
事
業
者

が
大
幅
に
不
足
し
、
結
果
と
し
て
災
害

復
旧
に
長
期
の
期
間
を
要
し
た
。
災
害

復
旧
工
事
等
は
速
や
か
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
適
正
な
競
争
性
を
確
保
し
た
上

で
、
一
般
競
争
入
札
の
地
域
要
件
を
強

化
、
ま
た
は
加
え
る
べ
き
で
あ
る
と
思

う
が
所
見
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

豪
雨
災
害
を
経
て
、
地
元
建
設
業
者

の
果
た
す
役
割
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、

そ
の
成
長
・
育
成
を
促
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
災
害
復
旧
工

事
や
小
規
模
工
事
の
発
注
方
法
に
つ
い

て
は
、
北
部
・
中
部
・
南
部
な
ど
の
地

域
別
単
位
に
限
定
し
た
発
注
方
法
を
検

討
す
る
な
ど
、
調
査
・
研
究
を
進
め
る
。

間
違
い
が
起
こ
ら
な
い

契
約
制
度
に
つ
い
て

質　

問

　

先
日
、
県
内
の
町
で
、
町
発
注
の
公

共
工
事
の
※
随
意
契
約
を
巡
る
贈
収
賄

事
件
で
、
職
員
を
懲
戒
免
職
処
分
し
た

と
報
道
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
指
摘
し

て
き
た
少
額
随
意
契
約
に
つ
い
て
、
同

じ
よ
う
な
間
違
い
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、

ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
き
た
の
か
。

答　

弁
／
惣
引
総
務
部
長

　

令
和
６
年
度
か
ら
少
額
随
意
契
約
を

含
む
一
定
金
額
以
上
の
契
約
に
つ
い
て
、

入
札
の
結
果
及
び
見
積
徴
取
の
顛
末
を

全
庁
的
に
共
有
す
る
取
組
み
を
開
始
し
、

契
約
課
が
個
別
の
案
件
に
対
し
て
、
適

宜
助
言
等
を
行
う
体
制
を
整
え
た
。

歴
史
の
捏
造
は
、
日
本
人

か
ら
国
家
観
を
奪
っ
た

質　

問

　

朝
鮮
は
日
本
統
治
下
で
劇
的
に
近
代

化
が
進
ん
だ
。
李
氏
王
朝
末
期
の
朝
鮮

は
、
藁
の
家
、
道
路
の
な
い
ソ
ウ
ル
な

ど
前
近
代
的
で
あ
っ
た
。

　

日
本
は
本
国
の
予
算
を
投
入
し
て
、

道
路
、
橋
、
上
下
水
道
、
ダ
ム
、
港
、

病
院
等
を
つ
く
り
、
36
年
間
の
日
本
統

治
で
、
人
口
は
ほ
ぼ
倍
増
、
学
校
設
置

は
５
０
０
０
校
を
超
え
、
帝
国
大
学
も

設
置
、
延
長
６
０
０
０
㎞
の
鉄
道
を
敷

設
、
工
業
生
産
は
550
％
の
伸
び
等
で
、

こ
れ
は
植
民
地
と
は
言
わ
な
い
。

　

朝
鮮
独
自
の
言
語
を
ハ
ン
グ
ル
と
し

て
復
活
さ
せ
広
め
た
の
は
福
沢
諭
吉
で

あ
る
。
本
市
の
教
科
書
で
は
、
日
本
語

を
押
し
付
け
同
化
政
策
を
し
た
と
あ
る

が
、
こ
れ
は
嘘
で
あ
り
、
ハ
ン
グ
ル
を

教
え
て
い
る
写
真
が
残
っ
て
い
る
。

　

中
国
政
府
は
南
京
で
30
万
人
が
日
本

軍
に
よ
り
虐
殺
さ
れ
た
と
言
っ
て
い
る

が
、
広
島
原
爆
、
長
崎
原
爆
、
東
京
大

空
襲
よ
り
犠
牲
者
が
多
い
と
い
う
南
京

陥
落
後
二
日
目
の
写
真
は
平
和
そ
の
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
た
だ
け
で
捏
造

と
わ
か
る
。

　
「
大
和
心
」「
大
調
和
」
こ
そ
が
日
本

の
国
柄
で
あ
る
と
い
う
国
家
観
を
取
り

戻
す
必
要
が
あ
る
。
所
見
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

歴
史
認
識
の
形
成
は
、
年
齢
や
経
験

に
応
じ
て
成
熟
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、

義
務
教
育
段
階
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
に

は
、
偏
り
の
な
い
情
報
提
供
と
、
対
話

を
通
じ
て
学
び
の
機
会
を
保
障
す
る
こ

と
が
、
教
育
行
政
の
責
務
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。「
調
和
と
協
調
」
の
精
神

を
育
む
教
育
環
境
の
構
築
に
努
め
る
。

一 般 質 問

宮
みやかわ

川　誠
や す こ

子
（真政俱楽部）

質問した項目
■GHQの洗脳による戦後教育
は日本人から国家観を喪失さ
せた

田
た さ か

坂　武
たけふみ

文
（清新の会）

質問した項目
■効率的で公正な事務の執行に
ついて

■公共施設の適正な管理につい
て

田坂議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

宮川議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

※ハイビズ　　東広島ビジネスサポートセンターHi-Biz（ハイビズ）。東広島市ビジネスサポート協議会が運営する公的な経営支援拠点。
全国各地で自治体などが開設し成果を上げる「Bizモデル」という中小企業支援施設がモデルとなっている。

大
屋
根
広
場
整
備
に

市
民
の
声
の
反
映
を

質

問
大
屋
根
広
場
に
関
し
て
市
民
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
提
案
等
に
つ
い
て
見
解
を
問

う
。
①
常
設
店
舗
の
設
置
可
能
性
②
安

全
対
策
③
騒
音
、
ゴ
ミ
、
交
通
渋
滞
へ

の
対
応
④
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
る
経
済

効
果
⑤
駐
車
場
不
足
へ
の
対
応

答

弁
／
中
村
地
域
振
興
部
長

①
常
設
店
舗
の
設
置
は
考
え
て
い
な

い
が
、
仮
設
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

の
出
店
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
。
②
植
栽

等
に
よ
り
利
用
者
の
飛
び
出
し
を
抑
制

す
る
。
③
騒
音
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
周
辺
住
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
配

置
を
検
討
す
る
。
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
り
と

し
、
イ
ベ
ン
ト
時
は
主
催
者
が
適
切
な

分
別
・
回
収
を
行
う
。
渋
滞
に
つ
い
て

は
、
自
家
用
車
の
利
用
を
抑
制
す
る
取

組
み
を
検
討
す
る
。
④
年
間
１
億
６
千

万
円
程
度
の
消
費
促
進
効
果
を
見
込
む
。

⑤
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
期
の
調
整
や
案
内

誘
導
・
事
前
の
広
報
を
工
夫
す
る
。

※
ハ
イ
ビ
ズ
の

今
後
の
運
用
に
つ
い
て

質

問
ハ
イ
ビ
ズ
が
開
所
し
て
５
年
が
経
過

し
、
新
た
な
仕
組
み
へ
の
転
換
も
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。
経
費
を
か
け
ず
に
売

上
げ
を
増
や
す
と
い
う
運
営
方
針
を
今

後
も
継
続
し
て
い
く
の
か
。

答

弁
／
細
谷
商
工
労
働
・
女
性
活
躍
担
当
部
長

「
ビ
ズ
モ
デ
ル
」
は
リ
ス
ク
が
少
な

く
、
事
業
者
の
経
営
改
善
に
有
効
な
支

援
策
の
一
つ
で
あ
り
、
今
後
も
よ
り
多

く
の
事
業
者
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
努
め
る
。

片
かたやま
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質問した項目
■大屋根広場について
■Hi-Bizについて
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育休退園制度、令和８年４月から廃止へ
市民の声と市議会の後押しで実現した制度見直し

　東広島市では、保護者が育児休業を取得した際、すでに保育園に通っている０～２歳児のきょう
だい児に退園を求める「育休退園制度」が長年運用されてきました。この制度は、十分な保育提
供体制の確保が難しい中で、増加する保育ニーズにできるだけ応えるために設けられたものでした。
　しかし、退園による保護者・子どもの負担増や再入園への不安などから、市民からは見直しを
求める声が多く寄せられていました。本市議会でも、令和４年から令和７年の間に延べ６人の議
員が一般質問や代表質問で制度の見直しを求めるなど、改善への機運が高まっていました。
　こうした声を受け、市は「保育士応援定着給付金」など独自の保育士確保策に取り組み、一定
の成果が見られたほか、令和８年度には新たに３つの小規模保育事業所が開設予定となるなど、
保育環境の充実が見込まれる状況となったことから、令和８年３月末をもって育休退園制度を廃
止することが決定されました。
　制度廃止により、４月以降は、保護者が育児休業を取得しても、希望すれば全年齢児が保育園
の利用を継続できるようになります。また、制度廃止前に育休退園した児童についても、再入園
の調整が行われる予定です。

　市民の声と市議会の働きかけが、子育て支援のさらなる充実につながった今
回の制度改正。誰もが安心して子育てできる環境づくりに向け、市議会として
も引き続き取り組んでまいります。

市議会だより　2025.11page.17


